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英

図

及

濁

逸

ひ

()~ 

所

得

税

汐

見

良B

ti~ 

所
得
税
の
英
岡
型
と
濁
逸
型

設
図
の
現
行
直
接
関
税
制
度
は
所
得
役
を
中
軸
と
し
共
れ
に
配
ず
る
に
牧
待
院
を
以
て
す
る
構
造
を
保
用
し
て
ゐ
る
。
今
や
岡
枕

制
践
の
大
改
革
在
行
ふ
に
山
内

u.
収
(
耐
税
は
之
を
縮
小
し
て
一
与
っ
川
方
財
政
の
財
源
に
あ
一
る
世
帯
と
し
之
に
反
し
所
得
税
を
繍
厳
し

て
岡
税
牧
入
の
半
額
返
く
の
牧
入
を
此
に
仰
が
ん
と
考
へ
て
ゐ
る
。

所
得
税
は
一
七
九
八
年
(
宜
政
十
年
)
に
英
聞
に
始
め
て
採
用
せ
ら
れ
し
以
来
百
四
十
年
を
経
過
し
て
ゐ
る
が
、
世
界
大
戦
以
来
念

激
の
護
逮
を
遂
げ
、
今
や
殆
ん
ど
例
外
な
く
各
聞
に
行
は
れ
岡
枕
の
中
心
を
な
し
て
ゐ
る
。
各
図
の
所
得
税
は
そ
れ
許
1
特
色
を
有

し
て
ゐ
る
が
、
共
の
最
も
代
表
的
の
も
の
は
芙
閣
の
所
得
税
と
猪
逸
の
所
得
税
と
で
あ
る
。
世
界
各
閣
の
所
得
税
は
此
の
雨
所
得
税

の
何
れ
か
に
類
似
し
又
は
雨
者
の
特
色
を
併
せ
備
へ
て
ゐ
る
。
我
闘
の
所
得
税
は
沿
革
的
に
云
へ
ば
凋
逸
所
得
税
に
近
い
も
の
で
あ

っ
た
が
治
今
度
の
一
改
革
で
悌
蘭
問
所
得
税
乃
至
英
図
所
得
税
の
色
彩
が
加
は
ら
ん
と
し
て
ゐ
る
。

以
下
、
英
国
所
得
税
l
t
濁
逸
所
得
税
と
の
雨
者
に
つ
き
先
づ
沿
革
を
遁
ぺ
更
に
現
行
所
得
税
法
の
特
色
を
構
遇
、
所
得
の
意
義
、

税
率
の
三
黙
に
つ
き
地
較
し
簡
単
友
る
説
明
を
試
み
た
い
。
英
悶
凶
及
び
濁
泡
の
所
得
税
の
比
較
研
究
は
マ
イ
ゼ
ル
1
(
尽
き
N

玄
宮
内
}
)
が

英
凶
及
び
濁
逸
の
所
得
税

第
四
十
九
巻

四

第
三
披

七
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第
四
十
九
巻

曾
て
試
み
た
所
で
る
っ
て
決
し
て
新
し
い
問
題
で
は
た
い
。
た
ま
た
ま
ェ

l

y
ケ
ヨ
ア
司
『

M
C
]
m
g
g
)
が
雨
三
年
前
に
本
問
題
に
つ

英
図
及
び
調
抗
措
の
所
得
枕

第

披

^ 

四

Jm 

き
新
た
友
る
研
筑
を
積
み
且
つ
我
闘
に
於
て
賞
際
上
の
問
題
と
た
っ
て
現
は
れ
て
来
た
か
ら
、
本
問
題
を
取
扱
ふ
事
と
し
た
。

第

英
岡
所
得
税
と
濁
逸
所
得
税
と
の
臨
時
達

現
行
の
英
同
所
得
税
は
永
き
歴
史
の
産
物
で
あ
っ
て
藤
多
の
阿
波
濯
を
へ
て
今
日
に
至
っ
て
ゐ
る
。

第
一
は
?
ポ
レ
オ
ン
戦
争
の
財
源
と
し
て
ピ
ッ
ト
つ
2
]
5
M
M
M
M
Z
C
が
一
七
九
九
年
一
月
九
日
に
定
め
た
所
得
枕
寸
あ
っ
て
際
分
撚

税
の
主
義
を
賓
現
せ
ん
と
し
た
賠
に
於
て
相
川
口
同
に
進
歩
し
て
ぬ
た
。
併
し
検
察
官
式
の
も
の
と
し
て
非
難
せ
ら
れ
、

}
八

O
二
年
7

ミ
ア
ン
(
』
E
E
Z
)
保
約
の
締
結
と
共
に
不
評
の
間
に
廃
止
せ
ら
れ
た
。
そ
の
次
に
現
は
れ
た
の
は
ア
デ
イ
ン
グ
ト
シ
(
口

g
q
〉
主
E

m
T
E
)

の
所
得
税
で
あ
っ
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
の
財
源
と
し
て

一
八

O
三
年
入
月
十
一
日
に
再
び
採
用
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

の
所
得
税
の
形
が
現
行
の
英
国
所
得
税
に
偲
は
っ
て
ゐ
る
が
、

一
八
一
六
年
に
廃
止
せ
ら
れ
爾
後
二
十
年
間
そ
の
跡
を
施
。
事
と
左

っ
た
。か

く
し
て
所
得
税
は
二
度
と
も
中
絶
し
た
の
で
あ
る
が
、
印
度
の
叛
飢
起
る
や
ピ

1
ル
(
問
。

rg
町
内
向
】
)
の
手
に
よ
り
一
入
四
二
年

に
新
所
得
税
が
定
め
ら
れ
た
。
本
税
は
一
八
六

O
年
に
廃
止
せ
ら
れ
る
筈
で
る
っ
た
が
、
国
ら
や
も
ク
リ
ミ
ヤ

(
E
E
E
)
戦
争
勃
禁

せ
し
矯
め
繕
綾
し
遂
に
恒
久
枕
に
後
遺
し
た
の
で
あ
る
。
比
例
税
率
と
源
泉
課
税
主
義
を
原
則
と
す
る
突
凶
所
得
税
の
却
一
は
誌
に
整

っ
た
の
で
あ
っ
た
。

英
国
所
得
税
は
枇
合
思
想
の
勃
興
に
伴
ひ
牛
ろ
後
進
図
の
狛
逸
の
邦
所
得
税
の
影
響
宜
受
け
一
九
一

O
年
に
共
の
形
を
後
へ
た
の

~ 

と
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で
あ
る
。
ア
ス
キ
ス
(
ロ
・
ロ
・
〉
主
-=r)
ロ
イ
ド
・
ヂ
ヨ
ウ
デ
(
ご
毛
色
白
雪
『
問
。
)
の
努
力
に
よ
り
、
物
税
的
色
彩
濃
き
従
来
の
所
得
税

に
人
税
的
色
彩
が
加
は
っ
て
来
た
。
家
族
控
除
と
免
税
期
引
上
と
勤
帥
労
者
較
課
と
を
入
れ
た
の
が
共
の
一
で
る
り
、
大
所
得
に
到
し

従
来
の
所
得
税
の
外
に
超
過
所
得
税
(
叩
ロ
』

E15)
が
加
は
っ
た
事
が
第
二
で
あ
る
。
世
界
大
戦
に
入
り
英
同
所
得
税
は
完
枕
貼
の
引

下
と
税
率
の
引
上
に
よ
り
弾
力
性
を
設
掠
し
て
戦
時
税
(
を
お
ご
Z
)
の
役
目
を
充
分
に
は
た
し
た
の
で
あ
る
。
街
、

一
九
二
九
年
に

超
過
所
得
税
の
名
を
改
め
て
附
加
所
得
税
(
叩
号
iZふ
と
し
た
。
現
在
行
は
れ
て
ゐ
る
所
得
税
は
一
九
一
八
年
の
所
得
税
法
に
基
く
も

の
で
あ
る
が
、
従
来
の
雑
然
た
る
制
度
を
此
年
に
始
め
て
整
班
し
所
得
税
に
闘
す
る
統
一
法
規
を
制
定
し
た
の
で
あ
私
。

術
逸
の
所
得
枕
は
た
づ
プ
ロ
イ
セ
ン
に
生
れ
邦
枕
と
し
て
禁
法
し
途
に
現
行
の
帝
凶
ね
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

羽
海
所
得
税
の
最
初
の
も
の
と
し
て
は

十
ポ
レ
オ

y

k
敗
れ
た
る
後
に
プ
ロ
イ
セ

y
に
行
は
れ
た
一
八
り
八
年
-
}
月
二
寸
一
一
一
日

の
ス
ク
イ
ン
(
出
互
ロ
)
の
階
放
校
L
」

る
。
印
ち
英
闘
の
所
得
税
が
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
戟
ふ
財
源
を
得
ん
が
矯
め
に
生
れ
た
戦
時
税
た
る
に
針
し
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
所
得
税
は

i¥ 

一
年
九
月
七
日
の

ハ
ル
デ
ン
ベ
ル
グ
(
{
【
由
主
E
r
2
m
)
の
階
級
税
と
を
挙
げ
る
事
が
出
来

ナ
ポ
レ
オ
ン
に
支
梯
ふ
償
金
の
財
源
宇
一
作
る
矯
め
の
戦
後
枕
(
司
2
Z
2
2
4
と
し
て
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

ナ
ポ
レ
オ

y
波
落
後
に

本
税
は
廃
止
せ
ら
れ
た
が
、

一
八
四
六
年
よ
り
新
所
得
役
法
の
提
案
あ
り
一
八
五
一
年
に
恒
久
枕
が
出
来
る
事
と
な
っ
た
。

一
八
七
一
年
濁
逸
帝
図
成
立
す
る
や
プ
ロ
イ
セ
ン
の
外
に
各
邦
に
所
得
税
が
採
用
せ
ら
れ
た
。

一
八
七
八
年
に
ザ
ク
セ
ン
、

八
四
年
に
バ

l
デ
ン
、

一
九

O
三
年
に
グ
ユ
ル
テ
ン
ベ
ル
グ
、

一
九
一
一
一
年
に
バ
イ
エ
ル
ン
に
設
付
ら
れ
た
の
が
共
の
例
で
あ
る
c

か
く
の
如
く
調
逸
所
得
税
は
英
闘
所
得
税
に
比
し
遅
れ
て
溌
達
し
た
が
枇
舎
性
を
帯
び
て
ゐ
る
の
は
共
の
特
色
で
あ
っ
て
逆
に
英
図

所
得
税
に
影
響
を
輿
へ
て
ゐ
る
。
併
し
英
凶
所
得
税
が
統
一
税
と
し
て
弾
力
性
あ
る
に
反
し
、
調
逸
の
所
得
税
は
各
邦
に
異
れ
る
枕

英
岡
及
び
濁
訟
の
問
得
税

第
四
十
九
巻

四

五

第一一一誠

六五

、

l¥ 
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英
図
及
び
濁
品
唱
の
所
得
税

第
四
十
九
巻

四
一
六

第
= 
鋭

O 

法
を
採
用
し
た
矯
め
に
充
分
の
収
入
を
期
待
し
得
泣
か
っ
た
。
幾
『
反
か
之
が
帝
関
税
化
が
考
へ
ら
れ
た
が
出
来
十
、
其
佳
で
世
界
大

戦
に
入
っ
た
の
で

b
る。

相
側
逸
の
所
得
税
が
帝
凶
枕
と
な
っ
た
の
は
、
世
界
大
戦
の
大
打
撃
の
後
を
受
け
た
エ
ル
ツ
ベ
ル
ガ
1
(
閉口
r
o
d
-
の
時
?
る
る
。

一
九
二

O
年
一
二
月
二
十
九
H
の
法
人
所
得
税
(
円
2
宮
E
)
E
P
H
E
E
)
と
個
人
所
得
税
自
己
r
c
E】
Z
E
E
-
2
)
と
に
よ
っ
て
多
年
の
懸
案

が
解
決
せ
ら
れ
、

九一了
h
リ

m
岬
勉
-
品
川
H
す
柁
ひ
終
箆
日
明
来
た
0

1

4
〈

7
4
J
3
)
1
1
(
z
l
:
l
l
J
'

共
後
イ
ン
フ
ラ
チ
オ

γ
の
後
左
受
け
一
九
二
五
年
に
改
正
が
行
ほ
れ

た
。
克
に
-
九
一
…
一
一
一
二
年
一
月
本
ナ
チ
ス
が
政
機
ど
出
る
や
、

一
九
二
一
四
件
、

オ[

/、

生1":.

L
-
二

L
i
:
旬、、コ
FZA
目
、
う
)
「

1

一
↓
ノ
一
↑
コ
ノ
ふ
叶

I
Jノ
川
リ
正
己
T
U』
、

z
t
i
ノて

E

に
及
ん
で
ゐ
る
。

第

現
行
所
得
税
法
の
構
造

英
同
所
得
税
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
戟
一
守
の
時
と
一
式
ひ
世
界
大
戦
の
時
と
云
ひ
戦
は
ん
が
潟
め
の
戦
時
税
で
る
っ
た
に
反
し
、
調
品
埴

所
得
枕
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
後
の
プ
ロ
イ
セ

γ
階
級
税
と
云
ひ
世
界
大
戦
後
の
帝
国
税
と
云
び
敗
戦
の
後
始
末
を
つ
け
る
戦
後
税
と
一
古

は
れ
て
ゐ
る
。
か
く
の
如
〈
附
図
の
所
得
税
は
沿
革
を
異
に
し
て
ゐ
る
が
図
税
収
入
に
占
め
る
割
合
は
相
蛍
の
も
の
で
あ
る
。
所
得

税
額
と
共
れ
が
図
税
収
入
金
額
に
占
む
る
割
合
を
比
較
す
る
矯
め
に
大
蔵
省
主
税
局
調
の
一
九
三
一
七
1

八
年
度
の
数
字
を
引
用
す
る

-
E

次
の
如
く
で
る
る
。
(
括
弧
内
は
所
得
税
が
図
税
金
額
に
占
む
る
割
合
)

A 

得

税

歪

ー七三
-to 
cコ
( 

〈コ

"" % 
) 

(堕一・一一白山知)

aE・8
v
p
)

英
図
所
得
税
〔
千
棟
)

濁
港
所
得
税
(
千
図
麻
)

元普

三週1個
会所

量得
豆主役
完 70、)

互--)Oi 
( 

アt

妻冒附
)ヨミ加

ヌ所
Cコ，ロ
尖 fザ
ム務

v 
/0  
) 

法

人

所

得

税

昔十

-、



英
国
所
得
税
も
開
明
治
所
得
税
も
何
れ
も
関
税
牧
入
の
四
割
基
に
上
っ
て
ゐ
る
事
は
注
目
す
べ
き
で

b
る
。
以
下
、
雨
者
の
構
造
を

明
か
に
し
た
い
。

英
国
の
現
行
所
得
税
の
根
擁
法
令
は
一
九
一
八
年
所
得
税
統
一
法
及
び
毎
年
の
財
政
法
で
る
る
。
普
通
所
得
税

(
H
D
O
O
B
O
E
C

と
附
加
所
得
税

(
2
5
)
と
の
こ
つ
よ
り
な
っ
て
ゐ
る
。

普
通
所
得
税
は
所
得
源
に
よ
り
次
の
五
つ
に
分
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
異
る
計
算
方
法
を
採
用
し
更
に
徴
税
方
訟
も
源
泉
課
税
又
は
綜
合

課
枕
に
上
っ
て
ゐ
る
。

え

種
B 
平]![
C 
種

D 
種

E 
r重

土
地
、
建
物
の
所
右
に
よ
っ
て
生
ず
る
所
得

F
T
E
E
-
E有
ユ
可

Z
E
E
-
E】〔二
)
E
T一
一
ヨ
均
三
-
二
一
己
主
dzp一
次
古
谷
一
口
ヨ
)

土
地
の
出
布
に
よ
っ
て
ヨ
布
る
所
得
(
町
一
三
日

R

2
宮一
2
6
土
ご
山
口

(
r
z
t
d
。d
日
記
{
三
川
口
一
九
ハ

rvMMd)

公
債
の
利
子
所
得
(
さ
c
E
r
d
t
E「
2
2
E
2
5
L
L
Eハ}g《}
回

目

》

p
z
g
o
c丘
中

「

F
E
Z
-
】

120ロロ
3
F
P
K
F
O
E市
町

【

{
O
L
R
Z

F
H
F
O
司
py--】
羽
凶
向
。
ロ
円
。
円
一
戸
zr)

商
工
業
所
得
及
そ
の
他

ω
所
得
(
司
3
2二
『
里
一

2・
同

v
E
2
5
5
E
L
E
E
T
2】F
ロ
言
一
言
】

。Z
2
8
z
F・2)

動
努
所
得
(
司
5
E
急
円
gw
。E
F
L
a
ョ2
5
君
主
耳
切
自
国
耳
目
0
2
2
皇
官
口
(
一
切
)

此
等
各
種
所
得
の
中
で
最
も
庚
い
範
聞
に
わ
た
っ
て
ゐ
る
の
は
D
種
で
あ
っ
て
更
に
突
の
六
に
分
類
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

( 

) 

( 

) 

商
工
業
所
得
宇
ミ
門
E
Z
)

自
由
職
業
そ
の
他
の
服
装
よ
り
生
や
る
所
得

2
2
1
司
E
F出国一
c
z
c『〈
S
E一。ロ)

英
図
及
び
濁
訟
の
所
得
税

第
四
十
九
巻

四
一
七

傍

競

f 
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英
図
及
び
凋
泡
の
所
得
稜

第
四
十
九
巻

四

戸、

第
三
裁

( 

ー-V 
源
泉
課
税
を
受
け
ざ
る
利
子
所
得
百
『
C
E
D
r
u
g
B
E
Z
E
E
U了
え
5
E
L
2ユ日ロ
Dニ
5
5
8
5
0
一
吉
宮
三
主
主

E
Z
H
O
《
ご
E
2
2
F
)

(
四
)

C
種
に
属
せ
ざ
る
外
国
一
四
日
中
亦
よ
り
生
十
る
利
子
所
得

(
H
2
S
E
t
-
-
E
Z
R
『

E
E
h
E
C

一。一∞=
回
目
門
戸
戸

--ZE)

(。H
n日
匂

h
J
5
2
0

内
『
巴
問
。
《
山
口

DLO内
田
内

rE-巳
σ
(
J
)

(
五
)

他
民
地
及
外
岡
よ
り
生
や
る
所
得
(
】
Z
2
5
0
2
2
z
n
T
g
n
p
E
n
p
ご
ち
E
E
mゲ
コ
ω)

〈
六
)

そ
の
他
の
川
伴
(
〉
ミ
♂

門
戸
}

ぐ
'
己
乙

〕

D
F
n
U
(旬
開
。
【
}

i

d

M

〕

に
ニ
r
m
C伺

S
H
D
F
2
w
g
p
z
r
)
 

A
、
B
、
C
、
D
、
E
の
五
種
の
所
得
に
封
し
比
例
税
を
課
し
て
ゐ
る
が
、
各
種
の
規
定
に
よ
り
十
七
翻
的
要
素
が
加
味
せ
ら
れ
て

ゐ
る
。一

般
所
得
税
は
各
種
の
源
よ
り
生
や
る
個
人
の
所
得
を
綜
合
し
二
千
時
間
を
超
ゆ
る
所
得
に
針
し
累
進
税
を
課
し
て
ゐ
る
。

普
通
所
得
税
は
個
人
と
法
人
と
に
通
じ
課
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
個
人
が
法
人
よ
り
受
く
る
配
首
金
は
法
人
に
つ
き
源
泉
課
税
を
た

し
個
人
に
は
課
税
し
友
い
。
併
し
此
れ
は
個
人
課
税
の
使
法
と
し
て
法
人
に
課
税
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
附
加
所
得
税
の
揚
合
は
法

人
よ
り
受
く
る
配
首
金
を
個
人
に
つ
い
て
課
税
す
る
事
は
勿
論
で
あ
る
。
附
加
所
得
税
は
同
族
曾
枇
以
外
の
法
人
に
は
課
せ
友
い
事

と
な
っ
て
ゐ
る
。

狽
逸
所
得
税
は
個
人
所
得
税
(
閏
E
ざ
E
2
2
2
2
)
と
法
人
所
得
税

R
c弓
2
2
}
E
P
5
2
)
と
の
雨
建
よ
り
な
っ
て
ゐ
る
。
個

入
所
得
税
は
一
九
三
八
年
二
月
六
日
の
法
停
を
一
九
三
九
年
二
月
十
七
日
に
改
定
し
、
法
人
所
得
税
は
一
九
三
四
年
十
月
十
六
日
の

.. 



法
律
そ
改
定
し
最
近
に
は
一
九
三
八
年
セ
月
二
十
五
日
法
人
税
増
徴
法
が
設
け
ら
れ
て
ゐ
る
。

個
人
所
得
税
は
所
得
税
を
賦
課
寸
ぺ
き
所
得
を
突
の
一
七
つ
に
分
っ
て
ゐ
る
。

( 

) 

( 

) 

( 

ー・一) (
凹
)

(五
J

F

ム

f
v

(
七
)

農
業
及
林
業
よ
り
生
や
る
牧
入

(}AZ--==る。

E
z
t
=
L
A
m
-
-乙
『〔
v
-凶
[
巧
【
『
{
凶
門
一
}
ロ
「
[
)

管
業
よ
り
生
や
る
牧
入

(
r
E
r
g
-
d
F
M
E
C
2
2
Z
7
2号
三

相
側
立
的
弊
働
上
り
生
中
る
収
入
(
同
E
r
z
z
E
ω
ω
σ
-
z
s
z
-四
2
K
T
Z】門
)

非
濁
立
的
叫
労
働
よ
り
坐
や
る
牧
入
(
同
一
=rzz「
Z
E
Z
三円吉田必一一豆
μ

三
五
2

T
一高官)

資
本
財
崎
よ
り
生
や
る
収
入

、.
a

j

、a
a

-

-

，

，

Z
J
=
戸内
zzz
。MMZω
押

rhdココ
P一戸巾コ
JM2珂
ヨ
ご

賃
貸
借
牧
人
吉
=
d
r
E
F
P
5
3
一コニ
2
5
4目
立

=
L
J
f
J
t
u
E
E
"と

課
税
は
原
則
と
し
て
綜
合
課
税
方
法
で
あ
る
が
、
例
外
と
し
て
源
泉
課
税
を
行
っ
て
ゐ
る
。
部
ち
非
溺
立
的
持
働
よ
り
生
十
る
所

第
二
十
三
傑
に
規
定
す
る
共
他
の
所
得
(
吉
Z
5
n
σ
]山
田
ご

r
f
F
E
2
5
《

吉

事

同

凶

)

得
に
叫
到
す
る
弊
賃
税
(
円
。
r
Z
2
0ふ
と
特
定
の
資
本
牧
徒
に
針
す
る
資
本
牧
続
税
(
同
是
正
2
5
を
2
3
と
が
源
泉
課
税
の
資
例
で

あ
る
。向

、
法
人
よ
り
の
配
岱
金
に
針
し
で
は
個
人
に
綜
合
課
税
す
る
を
原
則
と
し
、
使
法
と
し
て
源
泉
課
税
の
方
法
を
も
併
用
し
て
ゐ

る。

叉
、
法
人
所
得
に
劃
し
て
は
個
人
に
配
首
す
る
と
否
と
に
問
題
友
〈
別
に
法
人
所
得
税
を
課
し
て
ゐ
る
。

法
人
所
得
税
は
資
本
合
枇
(
株
式
合
祉
、
株
式
合
資
曾
壮
、
有
限
責
任
舎
社
、
植
民
曾
祉
、
銃
業
法
に
依
る
銑
業
組
合
)
、
産
業
組
合
、
相
互
保

験
合
祉
、
共
の
他
の
私
法
人
、
構
利
能
力
な
き
枇
圏
、
管
造
物
、
財
圃
又
は
共
の
他
の
目
的
財
産
、
公
法
人
の
管
業
的
事
業
経
営
に

英
図
及
び
濁
泡
の
所
得
積

第
四
十
九
巻

第

競

一

四

九

.. 
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英
闘
及
び
濁
抽
曜
の
所
得
税

第
四
十
九
巻

四

0 

第

銃

二
回

及
ん
で
ゐ
る
。

第
四

雨
所
得
税
法
に
於
け
る
所
得
の
意
義

所
得
税
法
を
比
較
す
る
に
首
つ
て
は
何
乞
「
所
得
」
と
云
ふ
か
を
明
か
に
せ
ね
ば
友
ら
紅
い
。
所
得
の
意
義
に
つ
い
て
は
各
種

の
問
題
が
考
へ
ら
れ
る
。
所
得
の
意
義
K
収
入
の
連
総
性
を
認
め
る
か
、
ど
う
か
が
第
一
の
問
題
で
あ
る
。
財
産
債
格
の
埼
減
を
所

相
怖
の
決
山
ん
に
加
味
す
る
か
ア
hu
か
が
第
二
の
川
間
で
あ
る
。
法
人
河
得
と
佃
人
川
件
と
を
ど
う
扱
ふ
か
が
第
一
二
の
問
題
で
あ
り
0
0

所
得

の
生
示
る
源
と
所
得
を
受
く
る
人
と
が
園
際
的
に
離
れ
て
ゐ
る
時
に
所
得
税
の
課
税
を
如
何
す
る
か
が
第
四
の
問
題
で
あ
る
。

第
三
の
問
題
に
つ
い
て
英
園
所
得
税
と
猪
逸
所
得
税
と
が
取
扱
を
異
に
し
て
ゐ
る
事
は
前
述
し
た
所
で
あ
る
。

と
れ
英
国
所
得
税

が
個
人
所
得
税
の
み
そ
有
し
之
に
反
し
繍
逸
所
得
税
が
個
人
所
得
税
の
外
に
法
人
所
得
税
を
有
し
て
ゐ
る
所
以
で
あ
る
。
第
四
の
所

得
税
の
閣
際
課
税
の
問
題
に
つ
い
て
は
特
別
の
考
慮
を
必
要
と
す
る
か
ら
之
を
略
す
る
。
結
局
、
本
項
に
於
て
問
題
、
と
な
る
所
は
英

園
所
得
税
と
澗
逸
所
得
税
に
於
て
「
逮
捕
相
性
」
と
「
財
産
債
格
の
増
減
」
と
の
一
二
問
題
を
め
ぐ
っ
て
如
何
に
所
得
の
意
義
を
定
め
る
か
k

云
ふ
事
と
た
る
。

英
図
所
得
税
は
普
通
所
得
税
と
附
加
所
得
税
と
に
分
れ
る
が
、
犬
憶
に
於
て
普
通
所
得
税
の
所
得
が
邸
ち
附
加
所
得
税
の
所

得
と
な
る
の
で
る
る
か
ら
、
誌
に
は
普
通
所
得
税
の
所
得
の
意
義
を
明
か
に
し
た
い
。

A
種
所
得
の
課
税
標
準
は
土
地
、
建
物
の
賃

貸
債
格
で
あ
っ
て
五
年
毎
に
改
訂
す
る
事
と
友
つ
で
ゐ
る
。
従
っ
て
別
に
問
題
を
生
じ
な
い
。

B
種
所
得
は
A
種
所
得
よ
り
算
定
サ
一

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
o
C
種
所
得
は
公
債
の
利
子
所
得
で
る
る
か
ら
、
と
れ
亦
疑
問
を
存
し
た
い
。

E
程
所
得
は
動
勢
所
得
で
②
る



、

か
ら
計
算
が
簡
翠
で
あ
る
。

問
題
は

D
種
所
得
の

ι〉
R

戸コロロ白一

の
意
味
を
明
か
に
す
る
必
要
が

h
h
w
E
=巨
同
一
司
『

9
2
-印
。
『
四
回
一
己
目

あ

ちj他
種
の
所
得
に
於
て
は

E
E
E
ω
一
三
の
意
味
を
一
年
を
単
位
と
し
て
計
算
す
る
と
云
ふ
程
度
に
解
し
て
ゐ
る
様
で
あ
る
が
、

D

種
所
得
に
於
て
は
「
毎
年
繰
り
返
へ
し
生
や
る
収
入
」
と
一
玄
ふ
風
に
連
績
性
を
京
ん
ビ
て
ゐ
る
。
却
ち
「
所
得
源
の
生
じ
た
時
に
は
所

得
役
納
付
の
義
務
あ
り
、
所
得
源
が
中
絶
し
た
際
に
は
所
得
税
納
付
の
義
務
を
免
れ
る
」
諜
で
あ
る
。
各
種
所
得
の
巾
で
所
得
の
意

義
を
定
め
る
必
要
の
最
も
大
な
る
D
穏
所
得
に
於
て
逮
捕
州
性
を
章
一
ん
ビ
て
ゐ
る
事
上
り
し
て
、
実
岡
所
得
税
は
心
口
町
一
一
O
主
K
2
H
A

よ
っ
て
ゐ
る
と
一
五
は
礼
る
の
で
る
る
3

所
川
刊
の
迎
縮
問
を
耳
ん
や
る
こ
口
口
一
{
一
日
三

MgH一ο
に
よ
る
べ
き
か
、
財
産
慣
怖
の
増
減
を
日
川
得
概
念
の
一
中
心
と
す
る

H
h
m
E
l

話『
E《
)
出

g
N民
間
言
明

ω
F
3
5
そ
採
用
す
べ
き
か
は
狽
議
所
得
税
に
課
せ
ら
れ
た
る
栴
題
で
あ
っ
た
。

邦
殺
は
原
則
と
し
て
シ
1
f
t
y

ヲ

1
(叩
n
r
g
]
]
ぬ
る
が
始
め
ワ
グ
ナ

l
(
名
高
=
2
)
の
補
充
し
た

ρ
ロ。
=
S
F
2
5
に
よ
っ
て
ゐ
た
が
、

世
界
大
戦
そ
れ
か
ら
起
る
イ

ン
フ
ラ
チ
オ
ン
の
現
賓
の
情
勢
に
迫
ら
れ
一
九
二

O
年
の
最
初
の
帝
図
所
得
税
は
シ
ェ
フ
レ
(
印
の
7
2
F
)

と
へ
ん
マ
ン
(
問
問
。

E
S
B
)

と
の
後
を
う
け
た
シ
ャ
ン
ツ
(
由
。
一
Z
ロ
ふ
の

見河川

5
5
5
5
m
g
N嘉
吉
岡
田
吾

8
5
を
採
用
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

併
し
シ
ャ
ン
ツ

式
の
所
得
概
念
を
貫
い
て
行
く
と
、
底
分
し
な
い
想
像
利
条
に
所
得
税
を
課
す
る
事
も
あ
れ
ば
投
機
以
外
の
譲
渡
に
よ
る
利
得
が
所

得
税
の
課
税
物
件
と
な
る
事
も
あ
り
、

非
難
が
少
く
な
か
っ
た
。

途
fC 

一
九
二
五
年
の
所
得
税
法
は
多
少
逆
戻
り
し
て
英
図
式
。

0
5
=
g
p
gュσ
に
接
近
す
る
事
と
友
っ
た
の
で
ち
る
。

所
得
の
概
念
及
び
共
の
算
定
方
法
は
法
入
所
得
税
と
個
人
所
得
税
と
を
通
じ
大
悌
一
致
し
て
ゐ
る
か
ら
、
現
行
調
逸
所
得
税
法
の

英
闘
及
び
淘
迭
の
所
得
税

第
四
+
九
巻

第

競

五

四

I乙

J丑hnke;a. a. O. 6) 



英
図
及
び
凋
抽
唱
の
所
得
税

第
四
十
九
巻

四

第

競

プ言

所
得
の
意
義
を
個
人
所
得
税
に
つ
い
て
明
か
に
し
た
い
。
前
項
に
掲
げ
た
各
種
所
得
の
中
で
企
業
所
得
即
ち
二
)
農
業
及
林
業
上
り

生
L
V
J

る
牧
入
、

(
一
一
)
山
営
業
よ
り
生
中
る
収
入
、

(
三
)
濁
立
的
持
働
土
り
生
十
る
収
入
に
つ
い
て
は
、
純
錠
(
(
W
5
2
2
)

を
以
て
牧
入

と
す
る
。
そ
し
て
此
の
純
経
は
岱
事
業
年
度
末
に
於
け
る
事
来
の
財
産
と
前
事
業
年
度
末
に
於
け
る
事
業
財
産
一
と
の
差
額
よ
り
投
資

し
た
る
物
件
の
慣
格
を
惇
除
し
日
淡
町
の
矯
め
引
出
し
た
る
物
件
の
債
格
を
之
に
加
算
し
た
る
金
額
で
る
る
。
申
ー
に
勤
此
白
及
資
産
牧

人
削
ふ
ち
(
間
)
非
淵
山
比
的
弊
仙
よ
り
寸
一
一
r
る
収
入
、

(
五
)
資
本
財
産
上
り
生
や
る
牧
入
、

f

七
五
川
」
パ
仙
忙
つ
い
で
は

二、
d
L
L
苛
竿
1
E
r
一日

'yrf¥
、

f

J

F

、
信
F
宅
五

/
i
H
H
2
一
ノ

収
入
(
開

E
E
5
2
)
よ
り
必
要
経
費
(
名

2
E石
井

3
2
)
を
控
除
し
た
残
額
を
牧
入
と
し
て
ゐ
る
。

要
す
る
に
澗
逸
所
得
税
は

ozc=EF一Mg=ぬ
よ
り

-hAA--55c目
E
N
Z
室長
ω
Z
E
i
c
に
う
つ
り
、

ゐ
る
の
で
あ
る
。

今
や
雨
者
の
折
衷
l
t
反
っ
て

最
後
に
注
意
す
べ
き
は
濁
逸
個
人
所
得
税
法
第
阿
十
八
僚
に
掲
ぐ
る
一
，
消
費
額
が
年
一
寓
図
怖
を
超
え
且
線
所
得
額
の
一
倍
宇
を

超
ゆ
る
納
税
義
務
者
に
針
し
て
は
消
費
額
を
襟
準
正
し
て
課
税
す
る
乙
と
を
得
、
.

消
費
に
は
納
税
義
務
者
が
家
計
の
届
閥
抗
に

自
己
又
は
共
の
家
族
の
生
活
の
潟
支
同
し
た
る
一
切
の
金
額
を
含
む
」
の
規
定
で
あ
る
。
郎
ち
大
友
る
消
費
を
た
し
、
従
勺
て
大
友

る
給
付
能
力
を
右
す
る
筈
で
あ
る
に
拘
ら
や
税
務
署
で
共
の
所
得
額
が
明
瞭
で
左
い
場
合
に
、
主
ハ
の
消
費
初
を
課
枕
標
準
と
し
て
個

入
所
得
税
を
賦
課
す
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
立
法
で
あ
る
。

第
五

現
行
肺
得
耽
法
の
税
率

英
図
所
得
税
と
調
逸
所
得
税
と
は
法
人
の
配
賞
金
に
闘
す
る
限
り
取
扱
方
を
異
に
し
て
ゐ
る
か
ら
、
同
一
標
準
で
比
較
す
る

Blumich; a. a. o. 7) 



事
が
出
来
な
い
、
故
に
認
に
は
個
人
所
得
税
の
碕
卒
の
み
を
掲
げ
る
事
と
す
る
。

実
園
所
得
税
は
普
通
所
得
税
に
古
一
一
心
を
置
き
、

普
通
所
得
枕
の
標
準
税
率

3
2
L
P
E
互
O
)

を
上
下
す
る
事
に
よ
っ
て
租
税
牧
入

の
弾
力
性
を
愛
揮
す
る
謬
で
あ
る
。
現
行
法
は
一
傍
に
付
き
五
士
山
六
片
の
標
準
税
率
で
あ
る
か
ら
二
割
七
分
五
周
の
税
率
で
あ
る
。

試
み
に
世
界
大
戦
前
よ
り
の
標
準
枕
率
の
賛
還
の
跡
宇
一
見
る
と
、
失
の
結
旧
市
を
得
る
事
が
出
来
る
。

一
九
一
三
年

心
四
司
王

-

4
ノ

一

川

r
h吋

一
九
一
五
年

一
九
一
六
1
1
l
一
七
年

P

U

4

に

-
7
-
/
I
l
l
i
t
-
-
均

一
九
二
ご
年

一
九
二
千
|
二
四
年

一
穆
に
付
(
稔
卒
)

一
志
二
片
(
五
・
八
四
百
戸
)

一
忠
八
月
(
八
・
一
二
三
%
)

三
志
(
一
五
・
0
0
%
)

配
芯
(
一
一
五
，
C
C
M
}

い
お
〈
一
二
0
・
c
c
v川
)

五
志
(
二
五
・
o
o
v
p
)

四
志
六
片
士
三
了
五
C
%
)

一
九
二
五
1

l

二
九
年

一
九
一
一
一
C
年

一
九
三
一
I
l
l
l
一一一一一一年

一升一一↓凶

1
1
一一一五年

一
丸
一
一
一
大
年

一
九
三
七
年

一
九
三
八
年

一
穆
に
付
(
稔
卒
)

四
志
(
二
0
・
0
o
d
戸
)

四
芯
六
片
(
二
一
了
五
C
M
P
)

五
忘
(
二
五
・
O
O
N
)

訓
亦
六
片
(
一
ご
一
・
五

O
N〕

四
芯
九
月
(
一
一
一
一
一
・
七
五
%
}

五
志
(
二
五
・
c
c
v
p
)

五
志
六
片
(
二
七
・
五
C
M
)

普
通
所
得
税
は
表
団
的
に
は
比
例
役
と
な
っ
て
ゐ
る
が
、
凋
身
者
に
百
務
を
抽
出
除
し
夫
婦
同
居
者
に
百
八
十
時
肪
を
樫
除
じ
て
ゐ
る

か
ら
賃
貸
上
は
累
進
税
率
同
様
で
あ
る
。
向
、
勤
努
所
得
控
除
、
扶
養
家
族
控
除
、
小
所
得
斡
課
の
制
度
に
よ
り
人
税
的
色
彩
を
加

へ
や
L
も
す
れ
ば
陥
り
易
い
物
枕
的
弊
害
を
避
け
て
ゐ
る
。
一
な
る
べ
く
源
泉
課
税
主
義
に
よ
っ
で
ゐ
る
が
綜
合
課
税
も
行
は
れ
て
ゐ
・

る。
附
加
所
得
税
は
個
人
の
鳩
所
得
二
千
磁
を
超
ゆ
る
時
に
課
税
す
る
の
で
あ
る
。
個
人
に
綜
合
し
て
累
進
課
税
を
行
ふ
。
最
低
百
分

の
五
・
五

O
(二
千
棟
超
二
千
五
百
椋
以
下
)
よ
り
目
属
高
百
分
の
回
了
二
五
(
五
高
時
間
超
)
に
達
す
る
十
二
階
段
に
分
れ
て
ゐ
る
超
過

英
国
及
び
湖
沼
の
所
得
税

第
四
十
九
巻

四

第一一コ抵

七



英
図
及
び
潤
逸
白
所
得
積

第
四
十
九
巻

四

回

第
三
掠

^ 

額
累
進
税
率
を
適
用
し
て
ゐ
る
。
仮
に
最
高
税
率
を
考
へ
て
見
る
と
普
通
所
得
税
と
附
加
所
得
税
と
を
合
し
て
百
分
の
六
十
丸
と
た

る
の
で
あ
る
。

相
側
逸
の
所
得
税
は
個
人
所
得
税
と
法
人
所
得
税
と
に
分
れ
る
。

猫
逸
の
個
人
所
得
税
が
扶
養
家
族
、
小
所
得
、
動
弊
所
得
に
考
慮
を
排
っ
て
ゐ
る
事
は
英
幽
と
同
様
で
あ
る
が
、
他
の
何
れ
の
図

と
も
具
り
猪
逸
民
族
の
純
潔
を
保
持
す
る
鋳
め
エ
ダ
ヤ
人
重
課
の
矯
め
に
特
殊
の
立
訟
を
設
け
で
ゐ
る
事
と
人
口
政
策
の
思
想
を
担

〈
航
っ
て
ゐ
る
事
が
特
色
一
い
る
る
。
原
川
と
し
で
個
人
に
伯
仲
合
課
枕
一
り
る
賦
拠
所
得
税
宏
保
山

L
t
ゐ
る
い
川
、
例
外
的
に
資
本
収
針

税
と
労
賃
税
と
の
こ
つ
に
0
・
き
源
泉
課
税
を
行
っ
て
ゐ
る
。
即
ち
濁
逸
所
得
税
偽
統
の
精
一
柳
た
る
累
進
税
主
義
を
守
り
友
が
ら
徴
税

上
の
使
宜
の
潟
め
に
英
国
所
得
税
の
長
所
を
取
れ
り
入
れ
資
本
牧
袋
税
と
労
賃
税
と
に
源
泉
課
税
の
方
法
を
併
用
す
る
所
に
立
法
者
の

苦
心
が
存
し
て
ゐ
る
。

第
一
の
賦
課
所
得
税
は
納
税
者
を
第
一
種
納
税
義
務
者
(
濁
身
者
)
と
第
二
種
納
税
義
務
者
(
婚
姻
後
減
五
筒
年
を
紅
る
も
子
の
た

い
者
、

五
十
歳
以
上
の
猫
身
の
女
子
)
と
第
三
種
納
税
者
(
第
一
種
、
第
二
種
又
は
第
四
種
に
該
首
せ
な
い
も
の
む
と
第
四
種
納
税
義

務
者
(
子
女
軽
減
を
認
め
ら
る
L
も
の
)
と
の
四
種
に
分
ち
第
一
種
に
最
も
貫
一
く
第
二
種
、
第
三
種
乙
れ
に
弐
ぎ
第
四
穏
に
最
も
軽
〈

差
別
的
課
税
を
行
ふ
別
表
を
定
め
た
の
で
あ
る
。
伺
時
に
同
一
種
類
の
納
税
者
中
に
於
て
は
所
得
金
制
を
増
す
毎
に
税
率
を
品
川
叫
す
の

で
あ
る
。
最
高
税
率
は
第
一
稜
納
税
義
務
者
に
あ
ワ
て
は
百
分
の
五
十
瓦
、
第
二
穏
納
税
義
務
者
は
百
分
の
四
十
五
、
共
他
は
百
分

の
四
十
と
宏
つ
で
ゐ
る
。
こ
の
賦
課
所
得
税
の
別
表
に
定
め
た
差
別
税
率
と
累
進
税
率
と
を
組
合
は
せ
た
も
の
が
澗
逸
個
人
所
得
税

の
凡
て
の
税
率
の
原
則
と
た
勺
て
ゐ
る
。
筒
、

ユ
ダ
ヤ
人
に
は
子
女
軽
減
を
認
め
た
い
。



第
二
の
資
本
牧
谷
叫
切
に
於
て
は
百
分
の
十
の
源
泉
課
税
を
行
つ
で
ゐ
る
。
併
し
こ
れ
は
課
税
技
術
上
の
便
宜
の
方
法
た
る
に
止
ま

り

一
定
の
保
件
の
下
に
更
に
こ
れ
を
一
般
所
得
と
綜
合
せ
し
め
共
の
総
所
得
に
針
し
第
一
の
賦
課
所
得
税
の
税
率
を
適
用
し
共
れ

よ
り
資
本
牧
谷
稔
の
源
泉
謀
税
額
を
差
引
き
た
る
も
の
を
納
付
せ
し
め
る
事
と
な
っ
て
ゐ
る
。

第
三
の
努
賃
枕
に
つ
い
て
は
賦
課
所
得
役
同
様
に
別
表
に
税
率
が
定
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
却
ち
第
一
種
納
枕
義
務
者
(
濁
身
者
)

T

P

」第

二
種
納
税
義
務
者
(
婚
姻
後
湖
五
箇
年
を
経
る
も
子
の
な
い
者
、

五
ト
歳
以
上
の
潤
身
の
女
子
)
と
第
三
種
納
税
者
(
第
一
種
、
第
二

種
又
は
第
四
種
に
設
蛍
せ
な
い
も
の
)

L
」
第
四
種
納
枕
義
務
者
(
子
支
軽
減
を
認
め
ら
る
る
も
の
)
と
の
凹
つ
に
分
ち
差
別
的
税
率
を

定
め
て
ゐ
る
と
共
に
、
同
一
種
類
の
納
税
者
中
に
於
て
は
累
進
税
率
を
定
め
て
ゐ
る
。
税
率
は
金
値
と
し
て
低
く
勤
労
所
得
軽
課
の

精
神
位
殺
却
し
C
ぬ
る
。
向

ユ
ダ
ヤ
に
子
女
経
減
を
一
泌
め
な
い
と
共
に
卜
一
人
以
上
の

4
1
k板
減
役
認
め
ら
る
H
h

も
の
に
対
し
て

は
、
持
賃
税
を
諜
せ
泣
い
事
と
な
っ
て
ゐ
る
。
州
円
貨
税
の
源
泉
課
税
は
資
本
収
盆
枕
の
揚
ム
口
と
同
様
に
課
税
技
術
上
の
使
主
に
出
て

ゐ
る
。
故
に
労
賃
税
は
一
定
の
傑
件
の
下
に
、
更
に
一
般
所
得
と
綜
合
せ
ら
れ
共
の
線
所
得
に
針
し
第
一
の
賦
課
所
得
税
の
税
率
を

遁
用
し
共
れ
よ
が
持
賃
税
の
源
泉
課
税
額
を
差
引
き
納
付
せ
し
め
る
事
と
放
っ
て
ゐ
る
。

法
人
所
得
税
は
二
段
階
の
比
例
枕
を
採
用
し
て
ゐ
る
。
第
一
に
一
般
法
人
の
中
で
所
得
十
寓
岡
腕
を
超
ゆ
る
も
の
は
四
O
V
点
、
共

他
の
も
の
は
一
二
O
%
の
法
人
所
得
税
を
納
め
る
事
と
友
っ
て
ゐ
る
。
第
二
に
公
法
人
の
信
用
機
関
、
不
動
産
抵
営
銀
行
、
船
舶
貸
付

銀
行
の
中
で
所
得
十
高
岡
臓
を
超
ゆ
る
も
の
は
二
O
%
、
共
他
の
も
の
は
一
五
%
の
負
携
と
な
る
の
で
あ
る
。

第
六

新
所
得
税
法
試
案

英
関
及
び
凋
議
の
所
得
積

第
四
十
九
巻

四

五

第
三
猿

九



英
図
及
び
濁
抽
曜
の
所
得
税

第
四
十
九
巻

O 

回
二
六

第

量主

上
越
の
如
〈
英
函
の
所
得
税
と
猫
逸
の
所
得
税
と
は
共
の
本
質
を
具
に
し
共
の
沿
革
を
異
に
し
世
界
の
租
税
史
上
に
於
一
L

著
し
き

針
照
を
示
し
て
ゐ
る
。
勿
論
、
現
行
の
英
図
所
得
税
は
附
加
所
得
税
の
採
用
、
主
槻
的
要
素
の
取
入
れ
に
よ
っ
て
、
飴
割
程
調
逸
の
所

得
税
に
接
近
し
、
同
時
に
現
行
の
獅
逸
所
得
税
法
は
源
泉
課
税
の
併
用
に
よ
り
英
国
所
得
税
の
長
所
を
備
へ
て
ゐ
る
か
ら
、
雨
者
の

匝
別
は
可
た
り
稀
滞
で
あ
る
c

そ
れ
に
し
て
も
法
人
の
課
税
に
於
て
所
得
の
算
定
に
於
て
税
率
の
定
め
方
に
於
て
民
族
意
識
の
取
り

入
れ
方
に
於
亡
雨
者
は
依
然
た
る
罪
、
友
う
た
型
を
示
し
て
ゐ
る
。

我
凶
の
所
得
税
は
己
に
五
寸
数
年
め
般
民
宮
市
し
て
ゐ
る
が
共
の
山
仰
木
に
於
て
町
一
寸
v
h

ソ
淵
縫
却
と
な
っ
て
ゐ
句
。
。

山
川
外
岡
山
人
た
る
ル

ー
ド
ル
フ
(
何
回

E
3
及
び
ロ
エ
ス
レ
ル
(
問
。
Z
Z
)
の
二
人
の
狽
逸
人
の
意
見
が
収
入
税
法
律
案
と
し
て
現
は
れ
、
且
つ
此
の
法
符

案
の
内
容
が
濁
逸

ω
所
得
税
の
内
容
と
類
似
し
、
更
に
此
の
法
律
案
が
明
治
一
一
十
年
の
所
得
税
法
に
間
接
に
影
響
し
て
ゐ
る
の
で
あ

初
。
明
治
二
十
年
の
所
得
税
法
は
共
の
後
、
曲
即
時
波
還
し
た
の
で
あ
る
が
、
英
国
型
と
云
は
ん
よ
り
も
寧
ろ
獄
逸
型
た
る
事
に
於
て
は

少
し
も
挺
ら
た
い
の
で
あ
る
。
今
や
主
税
局
で
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
新
所
得
税
法
試
案
は
現
行
所
得
税
と
行
き
方
を
異
に
し
て
ゐ
る
。

法
人
税
を
個
人
所
得
税
よ
り
切
り
離
す
事
に
よ
っ
て
澗
逸
型
と
云
ふ
べ
き
で
あ
る
。
更
に
個
人
所
得
税
を
分
類
所
得
税
と
一
般
所
得

税
と
に
匿
別
し
て
ゐ
る
黙
に
於
て
は
英
国
型
乃
至
例
蘭
閤
型
の
所
得
税
に
属
し
て
ゐ
る
。

主
税
局
試
案
が
明
治
二
十
年
以
来
の
停
統
的
の
却
を
脱
し
て
英
国
所
得
税
と
潤
逸
所
得
税
と
の
雨
者
の
長
所
を
粂
ね
備
へ
た
新
し

い
所
得
税
を
採
別
せ
ん
と
努
力
し
て
ゐ
る
所
に
枕
制
の
根
本
的
改
革
の
特
色
を
見
る
べ
き
で
あ
る
。

拙著;各閣所得税制j諭， 247-260頁。8) 


